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日本コカ・コーラ株式会社 

 
 
コーヒーブランド「ジョージア」は、「自分らしく心躍る感情を呼び覚ます」というブランドバリューのもと、

“気持ちやわらぐコーヒーの香り”をはじめとした五感を刺激するコーヒー体験を届けたいと考えています。 

このたび、「ジョージア」ブランドと九州大学発ベンチャー企業の株式会社 Universal Mind（代表取締

役社長・奥田一貴、本社所在地・福岡県福岡市、以下「UM」）と共同で、感情に作用するコーヒーの香り

に関する効果検証試験を実施しました。 

その結果、「ジョージア」の現行品と改良品のコーヒーをそれぞれ飲用して脳波を測定し比較した際に、

快・不快を表すパラメーターである Valence が上昇し、改良品で有意に上昇しました。Valence は、快・

不快を表す指標で、Valence が高いほど、より快の状態に近いことを示します。Valence と脳波活動の

関係は長年研究されており、特定の脳波活動との関係が報告されています。 

 

「ジョージア」が“コーヒーの香り”を科学的アプローチで研究する背景 

昨今、急激な生活様式の変化やテクノロジーの進歩による加速度的な情報量の増加により、消費者

におけるリラックスニーズは高まりをみせています。 

他方で、一般的にリラックスや集中するときにコーヒーの香りがよいとされていますが、「ジョージア」ブ

ランドとして数値化したデータ解析はありませんでした。 

「ジョージア」は香りをはじめとするコーヒーの研究に取り組んでおり、2023年春以降は“気持ちやわら

ぐコーヒーの香り”をはじめとした、五感を刺激するコーヒー体験をお届けすることをテーマにしています。

このたび、研究機関と連携し、感情に作用するコーヒーとは何かを科学的アプロ―チで解明することで、

エビデンスに裏付けされたコーヒーの新たな価値創出を目指しています。 

今回、「ジョージア」と UM の共同研究チームは、コーヒーの香りによる感情と脳波との関係性に着目

し、コーヒーの香りがどのように感情に影響を及ぼすかを脳神経科学の見地から解明しようと試みました。 

 

実証実験プロセスと結果 

当試験では現行品と改良品を飲用して飲用後の脳波測定を行いました。   

予備試験による知見をふまえて作成した改良品で、現行品に対して Valence の値が有意に上昇する

結果となりました。今回 Valence の値に差が見られた改良品は、現行品より深煎りの香りが感じられる

ように設計したものです。 

コーヒーブランド「ジョージア」×九州大学発ベンチャー・Universal Mind共同研究 

脳神経科学の知見でコーヒーの香りの影響を測定解析 
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Valenceは、脳波測定により計測した快・不快を表すとされている指標です。 

Valence が高いほど、より快の状態に近いことを示します。Valence と脳波活動の関係は長年研究されており、特定の脳波活動との関

係が報告されています。 

 

研究者コメント 

コーヒーの味を構成する要素は様々ですが、その中でも香りがもつ影響はとても大きく、我々のこれま

での研究からも、コーヒーの香りが味に大きく影響を与えることが分かっています。 

 「ジョージア」では、長年香りについて研究しており、コーヒー本来の甘みや香りを最大限引き出し封じ

込める「アロマ密封焙煎」や淹れたての香り・挽きたての香りを封じ込める「ダブルアロマ密封技術」をは

じめとする様々な独自の技術を作り上げてきました。 

 コーヒーの香りについては、一般的にリラックスする、落ち着く、集中できるなどと知られていますが、

「ジョージア」ブランドとして実際に効果の検証まではされていない状況でした。そこで、「ジョージア」では

この香りの効能についてより一歩踏み込むことで、お客様にさらに価値のあるコーヒーを届けたいという

思いで研究に着手しました。 

今回の研究を通して、脳神経科学の見地で、コーヒーの香りが感情に与える影響が明らかになってき

たという実感があります。今後はこの知見を活かして、引き続き「ジョージア」のコーヒーで皆さまが自分

らしく生き生きと過ごせるような研究を進めていきたいです。 

 
網野 紗与 株式会社コカ･コーラ東京研究開発センター コーヒーチーム プロジェクトマネジャー 

 

実験結果に対する第三者意見 

奥田 一貴 氏 株式会社 Universal Mind 代表取締役社長 

九州大学医学部卒業。医師。医学部在学時には脳機能解析・神経調節

を中心に研究。研究の傍ら AI医療機器ベンチャーの立ち上げに従事し、

その後 2018年 Universal Mind CEOに就任。 

 
今回の実験から、実証実験で飲用された「ジョージア」の改良品では、

コーヒーを飲用後、脳波測定により算出された心地よさなどを示唆する Valence の値が現行品と比較し

て有意に高まることが分かりました。このことから、「ジョージア」において長年行われてきていた香りにつ

いて研究などを活かした今回の改良品が、当初目指されていた気持ちがやわらぐようなコーヒーに近づ

いたとも考えることができるのではないかと考えています。 

今回の実験結果は、「ジョージア」ブランドのコーヒーが脳内に与える影響を解析した試みになります。
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味や香りの効果が注目され、数値化され始めている昨今において、今後販売されていく飲料に関してそ

の効果を人間の感じ方、脳活動という観点で確認していくことは大切な要素になっていくと感じています。

今回は脳波を用いた探索的な実験を行いましたが、今後は MRI を用いた脳機能に関する研究を、被験

者を増やして実験を行っていくことで、飲料の味や香りがどのように影響を及ぼすのかという点を”脳”と

いう観点で明らかにしていきたいと考えています。 

 

コーヒーブランド「ジョージア」について 

「ジョージア」は日本発コーヒーブランドとして 1975年の誕生以来、缶コーヒーから

PET ボトルコーヒーまで多様なニーズにお応えするコーヒー体験をお届けし、多く

の方にご愛顧いただいています。2023 年春には、「自分らしく心躍る感情を呼び

覚ます」という新たなブランドバリューを掲げて、ブランドを象徴するロゴを 14 年ぶ

りに刷新し、五感を刺激するコーヒー体験をお届けしています。とくに“気持ちやわ

らぐコーヒーの香り”、それに付随する飲み心地や味わい、パッケージなどをより時

代の変化や消費者の皆様の声に耳を傾けながら、進化を続けています。 

 


